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築廻公園

滑石3丁目中の公園

①段差部への遊具の新設
見晴らしが良く、子供たちが喜ぶ、斜面を利用した遊具を設置する。
車椅子の方やベビーカー利用者などが、上段に上らずに利用できるように、
下段にベンチや幼児用遊具を集中するようにする。

④日よけの設置
日陰確保やイルミネーション設置等のため、シンボルツリーを確保する
とともに、ツリー全周にベンチを設置する。また、仮設テントが設置し
やすいようなフック付き柱や移動可能な間伐材のベンチを設置する。

⑤伐採材を活用したベンチ
長期利用による合成木材のベンチと短期利用の間伐材の
ベンチを設置する。間伐材のベンチは，傷み状況や利用
状況などを踏まえて、撤去及び入れ替えにて対応する。

⑥見通し確保の伐採
現場の景観等の状況を踏まえて、上下段の見通しを確
保するため、出来る限り伐採をする。また、利用状況
を踏まえたうえで、記念樹などの新植も検討する。

⑦水飲み場の移設
遊具エリアに近く、遊びや動線の邪魔にならない位置に、水
飲みを移設する。既存の給水管を利用し、新しい手洗い場を、
遊具近くに設置する。周辺部の地面は、土以外の舗装とする。

②幼児遊具の新設
遊具周りの安全に配慮した、安全性の高い幼児ゾーンを設置する。
過剰な整備にならないように、コストの高い遊具の使用は避けるように、配慮する。
仮設テントが設置しやすいようなフック付き柱や移動可能な間伐材のベンチを多数設置する。

③芝生エリアの設置
維持管理を踏まえ、エリアを限定して人工芝を設置する。
間伐材のベンチを多数設置する。

⑧駐車場の追加
身障者用を含む駐車場をグラウンド面に設置する方向で調整を行う。
安全管理については、フェンスでの対策を検討中。
駐車場の管理については、問題の程度に併せて、看板等の設置など、
出来ることから対応する。

①インターロッキングの舗装(半分程度)
インターロッキングで舗装することにより草刈りの手間が少なくなる。
雨水の吸収や転倒時のクッション性など、硬い舗装に比べ優位性をもつ
土舗装を半分程度残すことで、維持管理との両立を図る。

③フェンスの改修
ダークブラウンなどの景観になじむ色のフェンスを設置する。
既存と同等のサイズ（高さ3m）を計画する。
近隣住民の了解を得たうえで、慎重に進めていく。

ウォーキングコース

東屋の新設

水飲み場の新設 体力づくりの器具

●将来的に検討していくもの

リニューアル後の利用状況を踏まえ将来的に検討する。

今回の横尾地区の公園の一体的なリニューアルのなかで、地区全体に分布する公園
をつないで１つのウォーキングコースにするということが想定できる。
今後、地区の議題検討のなかで、このような議論を継続実施する。

空間整備方針
への意見

公園を活かす
ための意見

②遊具周辺のクレイ舗装維持

遊具周りは安全性確保のため、土舗装以外では、コストのかかるゴム舗装などが必要
なため、予算上困難である。よって、遊具周りは、土舗装（現状のまま）とする。

リニューアル後の利用状況などを
踏まえ将来的に検討する。

リニューアル後の利用状況などを
踏まえ将来的に検討する。
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